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3月号の主な掲載記事

☑令和6年の箟岳白山祭 � 　P. 2

☑転出時の届出をお忘れなく � 　P.11

☑涌谷町町民医療福祉センターニュース

　医師の働き方改革が始まります � 　P.14



④

箟
の の

岳
だ け

白
は く

山
さ ん

祭
さ い

宮城県重要無形民俗文化財
箟
こ ん

峯
ぽ う

寺
じ

正
しょ う

月
が つ

行
ぎょ う

事
じ

13
本
す
べ
て
が
的
中

し
か
し
、
油
断
は
禁
物
の
１
年
に

　

巧
み
な
水
管
理
に
よ
る
農
業
が

盛
ん
で
、
世
界
農
業
遺
産
に
認
定

さ
れ
て
い
る
大
崎
耕
土
。
そ
の
大

崎
耕
土
の
東
端
に
位
置
す
る
涌
谷

町
の
箟
岳
山
山
頂
で
、
古
来
か
ら

五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
うの

作
神
さ
ま
と
し
て
白は

く

山さ
ん

大だ
い

権ご
ん

現げ
ん

・
十

じ
ゅ
う

一い
ち

面め
ん

観か
ん

音の
ん

菩ぼ

薩さ
つ

を

祀ま
つ

り
、
信
仰
さ
れ
て
き
た
無
夷
山

箟
峯
寺
で
６
０
０
年
以
上
に
わ
た

り
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
の
正

月
行
事
が
白
山
祭
で
す
。
中
で
も
、

作
柄
に
大
き
く
影
響
す
る
天
候
を

占
う
御
弓
神
事
が
、
１
月
28
日

（
日
）に
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
弓
神
事
は
、
き
ら
び
や
か
な

衣
装
を
着
た
２
人
の
お
稚
児
さ
ん

が
、
箟
峯
寺
の
住
職
２
人
を
介
添

え
に
、
１
人
６
本
ず
つ
合
計
12
本

の
矢
を
、
鬼
と
書
か
れ
た
的
を
目

が
け
て
放
ち
、
そ
の
当
た
り
具
合

に
よ
っ
て
１
年
の
天
候
を
占
う
も

の
で
す
。
な
お
、
今
年
は
、
う
る

う
年
の
た
め
、
13
本
の
矢
が
射
ら

れ
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
五
類

感
染
症
に
移
行
し
た
も
の
の
、
感

染
症
対
策
の
た
め
、
観
音
堂
内
で

の
オ
サ
シ
グ
シ（
焼
き
豆
腐
と
ご

ぼ
う
を
串
に
刺
し
た
も
の
）の
お

ふ
る
ま
い
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
を
思
い
出

さ
せ
る
ほ
ど
の
観
衆
が
大
勢
集
ま

り
ま
し
た
。

　

今
回
、
弓
矢
を
射
る
お
稚
児
さ

ん
は
、
小
野
利り

来き

也や

く
ん（
７
歳
・

美
里
町
・
北
谷
）と
伊
勢
蓮れ

ん

太た

く

ん（
６
歳
・
名
取
市
・
南
谷
）の
２

人
で
す
。
初
め
て
お
稚
児
さ
ん
を

務
め
る
た
め
、
お
守も

り
役や

く

の
父
親

に
背
負
わ
れ
て
白
山
堂
前
に
現
れ

た
際
に
は
、
２
人
と
も
緊
張
の
面

持
ち
で
し
た
。

　

大
観
衆
が
見
つ
め
る
、
張
り
詰

め
た
空
気
の
中
で
放
た
れ
た
13
本

の
矢
は
、
す
べ
て
的
中
の
大
当
た

り
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
と

も
言
い
切
れ
な
い
よ
う
で
す
。
松

本
坊
住
職
の
坊ぼ

う

城じ
ょ
う

延え
ん

溟め
い

氏
に
よ
れ

ば
、「
天
候
に
つ
い
て
正
月
の
３

日
に
も
占
い
、
大
吉
が
出
て
い
た
。

今
日
の
御
弓
神
事
で
も
非
常
に
よ

く
当
た
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
こ

と
は
、
高
温
の
異
常
気
象
の
継
続

と
考
え
ら
れ
る
。
天
候
は
全
般
を

通
じ
て
良
い
が
、
天
候
が
良
す
ぎ

て
猛
暑
が
心
配
で
あ
り
、
す
べ
て

が
う
ま
く
い
く
わ
け
で
は
な
い
。

作
柄
は
、
平
年
作
の
上
」
と
占
わ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
に
は
、
３
月
に
下
方

に
外
れ
、
最
大
震
度
６
強
の
福
島

県
沖
地
震
が
発
生
し
、
令
和
５
年

は
多
く
の
矢
が
外
れ
、
前
例
の
な

い
猛
暑
の
夏
と
な
り
ま
し
た
。

開山 1250 年の歴史を誇る無
む

夷
い

山
さん

箟峯寺で、600 年以上にわたり受
け継がれてきた白山祭の御

お

弓
ゆみ

神
しん

事
じ

。
古くから農業が盛んなこの地において、作柄に大きく影響する天候
を、お稚児さんが射る矢によって占います。
近年、異常気象や地震・大雨洪水災害が頻発する中、今年の神事で
放たれた矢の行方は、いかに。
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④

《写真解説》
①大勢の観衆が注目する中、的にまっすぐに放たれた矢
②かつてのお稚児さんのオシトギアゲの 2 人も緊張の面
持ち③的を先頭に北谷・南谷に分かれて白山堂の前に④
読経の間、緊張に包まれる⑤住職とともに狙いを定める
⑥観衆も固

か た

唾
ず

を飲みながら見守る⑦五穀豊穣の祈りとと
もに鬼と書かれた的を射抜く⑧幼さが影を潜めた真剣な
眼差し⑨神事の後、お稚児さんとお守り役から普段の親
子に戻った 2 人⑩うるち米の台座に、梅の木が生けられ、
その根元に干し柿、青梅、マツモが並べられた特別なお
供え物「盆

ぼ ん

菓
か

」 ⑨

⑦

⑥

④

②③

⑤

①

⑧

⑩
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交通死亡事故ゼロが連続1500日を達成
宮城県警察本部長からの褒状を受賞
　令和6年1月30日付で、交通死亡事故の日が連続
1500日を達成したとして、宮城県警察本部長から涌
谷町に対して褒状が贈られ、令和5年12月22日付での
連続4年に続いての受賞となりました。
　宮城県内では、今年に入り交通死亡事故が多発して
います。そのような状況ですが、安全安心な涌谷町を
維持していくため、歩行者やドライバーの皆さまの交
通ルールの遵守をお願いします。

おいしい山形・食材王国みやぎ新商品アワード
株式会社菅

か ん

𡌛
の

食品が2年連続で受賞
　株式会社菅𡌛食品が開発した宮城県産小麦「シラネ
コムギ」を使ったプレーン・そば粉入り・米粉入りの
3種の「パンケーキミックス」が、宮城・山形合同商
談会実行委員会が主催するおいしい山形・食材王国み
やぎ新商品アワードを受賞しました。昨年の宮城県産
ミヤコガネモチを使った、解凍するだけで食べられる
「いそべ餅」に続いて2年連続の受賞となります。
　この度の受賞、誠におめでとうございました。　

多年にわたる交通安全に対する功績を表彰
金
か ね

成
な り

久
ひ さ し

さんが緑十字金章を受章
　1月17日（水）に、第64回交通安全国民中央大会にお
いて、元遠田地区交通安全協会長の金成久さんが、多
年にわたり交通安全のために献身的に尽力され、交通
事故の防止と交通秩序の確立に顕著な功績があったと
して、交通栄誉章緑十字金章を受章されました。
　また、その活動を支えてこられた妻の千

ち

代
よ

子
こ

さんに
も感謝状が贈られました。
　この度の受章、誠におめでとうございました

これからもお元気で
満百歳おめでとうございます
　11月25日（土）に、佐藤アイ子さんが百歳の誕生日
を迎えました。
　満百歳をお祝いするとともに、敬老祝い金と祝詞を
贈呈しました。
　健康の秘

ひ

訣
け つ

は、ご自宅の庭の草取りで体を動かし、
好き嫌いせずに何でも食べることとのことでした。
　どうぞこれからもお体に気を付けて、ますます長寿
でありますよう、お祈りいたします。
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宮城県小・中・高等学校 児童・生徒 作詞・作曲コンクール
西山明

あ

希
き

さんが作詞の部で特選を受賞
　第75回宮城県小・中・高等学校 児童・生徒 作詞・
作曲コンクールにおいて、箟岳白山小学校6年生の西
山明希さんが家族との絆

きずな

をテーマとして作詞した「心
のささえ」が、作詞の部で特選を受賞しました。
　特選に選ばれた「心のささえ」は、同コンクールの
作曲の部「小学校第一部」で、作曲するための課題と
して使用されました。
　この度の受賞、誠におめでとうございました。

多年にわたる空き缶回収による福祉用具などの寄贈
箟岳白山小学校に厚生労働大臣表彰
　箟岳白山小学校が、旧小里小学校から引き継ぎ、30 
年以上にわたって全校生徒で空き缶回収を行い、その
収益金によって毎年町内の福祉施設や医療機関に福祉
用具などを寄贈してきたとして、令和5年11月15日

（水）に浅草公会堂で実施された全国社会福祉大会にお
いて、厚生労働大臣表彰を受賞しました。
　近年では、涌谷町社会福祉協議会の箟岳地域ケアセ
ンターに車いすや歩行器を寄贈しています。

一年の無火災・無災害を祈念して
涌谷町消防団出初式を挙行
　1月21日（日）に、涌谷町勤労福祉センターにおいて、
涌谷町消防団の出初式が執り行われました。
　例年であれば、月将館小学校から涌谷大橋を通り、
涌谷町勤労福祉センターまでの道のりを部隊行進して
いましたが、今年は雨天により、式典のみの実施とな
りました。
　式典では、遠藤釈

と く

雄
お

町長による告辞、田村敏
と し

幸
ゆ き

団長
による訓示が行われた後、新入団員への辞令交付、功
績のあった団員に対する令和5年中の表彰伝達が行わ
れ、また、来賓からは涌谷町消防団のこれまでの功績
をたたえつつ、今年1年の活動に対する激励の祝辞を
頂きました。
　式典中の団員たちは、門田幸

こ う

治
じ

副団長の号令とラッ
パ班の吹

す い

鳴
め い

に合わせ、規律ある行動をとっていました。
　式典の終盤には、涌谷町消防団出初式の伝統の一つ、
はしご班によるはしご乗りが披露されました。はしご
班の5 人が、「つま遠見」や「肝がえり」、「2人技・鶴亀」
などの妙技を次々と繰り出し、会場を沸かせました。
　最後に、参列者全員で火の用心を三唱し、令和6年
の無火災・無災害を祈念しました。
　なお、涌谷町消防団では、地域防災力を向上させる
ため、団員を随時募集しています。詳細は、涌谷町総
務課防災交通班（☎︎43-2116）にお問い合わせください。
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日本遺産認定5周年記念
みちのくＧＯＬＤ浪漫シンポジウムを開催
　2月17日（土）に、石巻市のマルホンまきあーとテラ
ス小ホールにおいて、みちのくの金にまつわるストー
リー「みちのくＧＯＬＤ浪漫」の日本遺産認定5周年
を記念し、「旅と道」をテーマにしたシンポジウムを
開催しました。
　シンポジウムには、100人を超える来場者が集まり、
4人の登壇者による石巻市の構成文化財「金

き ん

華
か

山
さ ん

詣
もうで

」・
「金

き ん

華
か

山
さ ん

道
ど う

」や日本遺産制度を取り巻く現状の課題など
の講演・パネルディスカッションに聞き入っていました。

こうつうルールをまもります
今年度最後のこじかクラブ交通教室
　2月上旬にかけて涌谷町内の幼稚園・こども園・保
育園において、交通安全・交通ルールを学ぶこじかク
ラブ交通教室の今年度最後の教室が開かれました。
　教室では、春から小学校に進学する年長児の皆さん
が、安全に通学できるよう、横断歩道の渡り方や信号
の約束事などをおさらいしていきました。そして、交
通安全・交通ルールを身に着けた証として修了証書と
交通安全指導員手作りの警察手帳と帽子が贈られまし
た。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告
おひさまカフェを開催しました
　1月30日（火）に「おひさまカフェ」を開催しました。
　「変えたい焼き」という大人向けのユニークなカルタ遊びもしました。
リフレーミング（物事の捉え方を視点を変え前向きに捉える方法）を取
り入れたカルタで、短所の言葉を長所の言葉、ポジティブに変換して
から取り札をとるので頭を使います。楽しみながら学べました。
　日頃の生活に活用したいリフレーミング。見方を変えて日々ポジティ
ブな言葉を使っていけたらいいなと感じる時間となりました。少人数
でしたがゆっくりじっくり楽しい活動でした。

遠藤釈
とく

雄
お

町長コラム

弥
や

生
よ い

、三
さ ん

月
が つ

　ようやく涌谷にも草木が芽吹く春が来た。思えば12 
月の冬至の日、これから本格的な冬を迎えようとする
にも関

か か

わらず、冬至からはお日様が少しずつ高くなり、
日差しが強くなって行くのだからと、すでに春を感じ
る気持ちになっていた。まさに「冬来たりなば春遠か
らじ」の心境だった。その待ちわびていた本物の春が
来た。さっそく農家の人たちは、人の命を育む食べ物
づくりに動き始めた。涌谷の町にも明るさと暖かさが
増していきますように。

《遠藤釈雄町長の主な公務（1月16日～2月15日）》
●1月19日㈮　健康と福祉の丘運営委員会
� （涌谷町町民医療福祉センター）
●1月22日㈪　企業立地推進セミナーinTokyo（東京都）
●1月23日㈫　全国Ｂ＆Ｇサミット�  （東京都）
●1月26日㈮　企業版ふるさと納税マッチングイベント
� （仙台市）
●2月 6日㈫　日本郷土民謡協会創立64周年記念
　　　　　　　祝賀会新年会� （東京都）
●2月 9日㈮　女川原子力発電所に係る核燃料税
                     交付金の交付に係る要望� （仙台市）
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特
例
の
申
請
を
す
る
人
は
、
在
学

証
明
書
の
原
本
ま
た
は
学
生
証
の

写
し
を
持
っ
て
役
場
町
民
生
活
班

ま
た
は
年
金
事
務
所
で
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
令
和
５
年
度
に

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
て
、

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
人
に
は
、
３
月
末
に
ハ
ガ
キ

形
式
の
学
生
納
付
特
例
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
同
一
の
学
校
に

在
学
し
て
い
る
人
は
、
こ
の
ハ
ガ

キ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
す

る
こ
と
で
、
令
和
６
年
度
の
申
請

が
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
令
和
６
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
05
ー
１
１
６
５

町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
43
ー
２
１
１
３

野
焼
き
は
法
律
で

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
遠
田
消
防
署

管
内
で
は
、
野

焼
き
に
よ
る
火

災
が
過
去
５
年

間
に
11
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
空
気
が
乾
燥
し
た
日
や
風
が
強

い
日
に
野
焼
き
を
行
い
、
強
風
で

拡
大
し
た
炎
で
火
災
に
な
っ
た
事

例
が
あ
る
ほ
か
、
消
火
の
確
認
を

行
わ
ず
に
そ
の
場
を
離
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
周
辺
の
枯
れ
草
に
燃
え

広
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
野
焼
き
は
、
一
部
の
例

外
行
為
を
除
き
「
廃
棄
物
の
処
理

及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
っ
て
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
ム
缶
を
使
用
し
た
り
、
ブ

ロ
ッ
ク
を
積
ん
だ
り
し
て
の
野
焼

き
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

遠
田
消
防
署�

☎
43
ー
２
３
５
１

涌
谷
町
議
会
定
例
会

３
月
会
議
を
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

で
見
ら
れ
ま
す

　
３
月
の
定
例
会
議
は
３
月
７
日

（
木
）か
ら
開
催
予
定
で
す
。

　
詳
し
い
日
程
と
一
般
質
問
の
内

容
は
、
涌
谷
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
役
場
、
両
公
民
館
に
設
置
す
る

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
の
生
中
継
を
動
画

配
信
サ
イ
ト「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
」

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令
和

６
年
涌
谷
町
議
会
定
例
会
３
月
会

議
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局�

☎
43
ー
２
１
２
７

善
意
を
あ
り
が
と
う

（
１
月
分
受
付
）

▼
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税 

　

株
式
会
社
ウ
エ
ス
ト
エ
ネ
ル

ギ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　
代
表
取
締
役
社
長

�

江え

頭が
し
ら

栄え
い

一い
ち

郎ろ
う

さ
ま

▼
ふ
る
さ
と
納
税 

　
全
国
の
34
人
の
皆
さ
ま

　
　
　
　
　

   　
　
76
万
７
千
円

▼
町
行
政
の
一
助
と
し
て

　
匿
名
さ
ま�

２
万
円

給
付
金
の
お
知
ら
せ

《
物
価
高
騰
対
策
給
付
金
》

▼
対
象
者　
基
準
日（
令
和
５
年

12
月
１
日
）に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
分
の
世
帯
全
員
分
の
住
民
税

が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
。
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に
は
、

12
月
下
旬
に
確
認
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
手
続
き
が
済
ん
で
い
な

い
人
は
、
内
容
を
確
認
し
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
返
信
し
て
く
だ

さ
い
。
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い

る
人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
の

み
の
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

▼
提
出
期
限　
３
月
29
日（
金
）

▼
給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り
７
万

円《
低
所
得
世
帯
物
価
高
騰
対
策
給

付
金
》

▼
対
象
者　
基
準
日（
令
和
５
年

12
月
１
日
）に
お
い
て
、
令
和
５

年
度
分
の
世
帯
全
員
分
の
住
民
税

が
均
等
割
の
み
課
税
で
あ
る
世
帯
。

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯

に
は
、
２
月
下
旬
に
確
認
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
内
容
を
確
認
し
、

必
要
事
項
を
記
入
し
て
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。
住
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
る
人
か
ら
扶
養
さ
れ
て
い
る

人
の
み
の
世
帯
は
対
象
外
で
す
。

▼
提
出
期
限　
５
月
31
日（
金
）

▼
給
付
額　
１
世
帯
あ
た
り
10
万

円《
共
通
事
項
》

▼
こ
ど
も
加
算　
物
価
高
騰
対
策

給
付
金
ま
た
は
低
所
得
世
帯
物
価

高
騰
対
策
給
付
金
の
支
給
対
象
と

な
る
世
帯
で
扶
養
さ
れ
て
い
る
18

歳
以
下
の
児
童（
平
成
17
年
４
月

２
日
か
ら
令
和
６
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
児
童
）１
人
あ
た
り

５
万
円
の
加
算
給
付
に
つ
い
て
も
、

２
月
下
旬
に
確
認
書
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、
返

信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
基
準
日
以
降
に
生
ま
れ

た
新
生
児
お
よ
び
別
世
帯
だ
が
扶

養
し
て
い
る
児
童
も
申
請
に
よ
り

対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
福
祉
班
☎
25
ー
７
９
０
２

国
民
年
金
保
険
料

学
生
納
付
特
例
制
度

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
の
人

は
学
生
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
生
は
一

般
的
に
所
得
が
少
な
い
た
め
、
本

人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
学
生
納
付
特
例
制
度
が
あ

り
ま
す
。

▼
申
請
方
法　
初
め
て
学
生
納
付
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